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新しい参道上り口に遷座された「一番様」(写真中央)ほか

平
成

一
二
年
に
着
工
さ
れ
た
白
雲

山
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事
業
が
、

平
成

一
七
年
度
で

一
応
の
完
成
を

見
、
平
成

一
八
年
四
月
二
三
日

「自

雲
山
安
ら
ぎ
の
森
」
と
名
づ
け
ら
れ

て
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
剣
用
水
の
改

良
工
事
と
市
道
剣
岩
野
線
の
改
良
工

事
と
が
重
な
っ
た
関
係
で
、
参
道
上

り
回
の
工
事
は
予
定
よ
り
か
な
り
遅

れ
て
今
年
三
月
に
竣
工
し
た
。

上
り
回
の
変
更
に
伴
い
一
番
様
、

馬
頭
観
音
像
、
不
動
明
王
像
の
三
体

が
移
転
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
祠

が
解
体
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
寄
進

者
の
家
族
以
外
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、　
一
番

（如
意
輪
観
音
半
珈
像
）
の
船
形
光

背
に
は
写
真
の
よ
う
に
右
側
に

「弘

化
三
午
年
九
月
吉
辰
日
立
之
」
、左
側

に

「森
前
太
良
右
工
門
」
と
刻
印
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

森
前
太
郎
右
衛
門
家
の
現
当
主
は
剣

上
阿
千
葉
の
森
前
邦
明
さ
ん
で
あ
る

が
、
屋
号
は
太
郎
右
衛
門
と
言
い
、

先
祖
は
、
安
養
寺
が
東
家
か
ら
大
島

村
野
里

一
円
の
寄
贈
を
受
け
、
天
文

八
年

（
一
五
三
九
）
に
堂
字
を
建
立

し
、
穴
馬
郷
か
ら
移
転
し
た
時
に
供

を
し
て
来
郡
し
、
当
時
の
剣
村
で
最

も
水
利
に
恵
ま
れ
て
い
た
現
在
地
に

住
居
を
定
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

二
番

（十

一
面
観
音
立
像
）
に
は
寄

進
者
が
畑
中
作
平
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
家
も
森
前
家
の
近
所
に
あ

っ
た
が
、
子
孫
は
北
海
道
に
居
住
し

て
お
ら
れ
る
。
こ
の

「作
平
」
は
屋

号
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
先
祖
の
中
に

は
赤
髭
作
兵
衛
と
い
う
人
が
あ
る
。

寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
八
幡
城
主

遠
藤
常
友
が
八
幡
城
を
改
修
し
た

際
、
作
兵
衛
は
二
つ
の
巨
石
を
運
ん

で
き
た
が
、
奉
行
が
激
賞
す
る
と
作

兵
衛
は
力
尽
き
て
息
絶
え
て
し
ま

っ

た
。
こ
の
た
め
、
奉
行
は
こ
の
巨
石

の
使
用
を
禁
じ
た
と
い
う
。
昭
和
八

年
に
天
守
が
再
建
さ
れ
た
時
、
作
兵

衛
の
心
根
を
顕
彰
す
る
た
め
、
こ
の

二
つ
の
石
は
現
在
地
に
移
さ
れ
て
祀

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
七
番
（如
意
輪
観
音
半
珈
像
）

は
最
初

一
番
で
あ

っ
た
が
、
像
が
小

ぶ
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　
一
を
七
に

七 鈴 五 獣 鏡

1番 如意輪観音半珈像
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改
め
、
七
番
に
し
た
。
七
番

（聖
観

音
立
像
）
は
七
の
上
に
十
を
添
え
て

十
七
番
に
改
め
た
と
、
観
音
講
の
先

輩
か
ら
伝
え
聞
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
自
雲
山
観
音
堂
の
三

十
三
観
音
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
秘
話
が

あ
る
が
、紙
面
の
関
係
か
ら
割
愛
し
、

弘
化
三
年
丙
午
六
月
十
日
付
け

「三

十
三
所
観
音
建
立
寄
進
帳
矢
人
間
見

小
野
江
勉
さ
ん
所
蔵
）
に
少
し
加
筆

し
て
三
番
以
下
寄
進
者
の
住
所

。
名

前
を
記
し
て
お
く
。

三
番
（千
手
観
音
立
像
）

剣
村
　
一月

士
只
像
に
は
た
だ
ヨ
一番
」と
の
み
あ
る
）

四
番
（千
手
観
音
立
像
）

当
村
　
佐

藤
勘
三
郎
、
五
番

（千
手
観
音
坐
像
）

八
幡
　
小
瀬
木
茂
助
、
六
番

（千
手

観
音
立
像
）

剣
村
　
村
勧
進
、
七
番

（如
意
輪
観
音
半
珈
像
）

剣
村

村
勧
進
、
八
番

（十

一
面
観
音
立
像
）

内
ヶ
谷
　
木
地
師
小
椋
平
蔵
、　
九

番
（准
砥
観
音
坐
像
）

八
幡
　
亀
山

氏
、
十
番

（千
手
観
音
立
像
）

八

幡
　
越
前
屋
吉
郎
兵
衛

。
前
野
屋
源

七
、
十

一
番

（准
低
観
音
坐
像
）

八
幡
本
町
　
佐
藤
三
兵
衛
、
十
二
番

（千
手
観
音
立
像
）

徳
永
村
　
沢

衛
門

・
源
市
郎

・
利
三
吉
、
十
三
番

（如
意
輪
観
音
半
珈
像
）

剣
村

世
話
方
中
、
十
四
番

（如
意
輸
観
音

半
珈
像
）

八
幡
　
八
木
嘉
平
治
、十

五
番
（十

一
面
観
音
立
像
）

八
幡

和
田
武
兵
衛
、　
十
六
番
（千
手
観
音

立
像
）

徳
永
村
　
丸
山
祐
三
郎
、十

七
番
（聖
観
音
立
像
）

剣
村
　
村
勧

進
、
十
八
番

（如
意
輪
観
音
半
珈
像
）

同
村
　
林
氏
、
十
九
番

（千
手
観

音
立
像
）

長
滝
寺
連
中
、
二
十
番

（千
手
観
音
立
像
）

歩
岐
島
村

喜
平

。
長
四
郎
、
二
十

一
番

（聖
観

音
立
像
）

長
滝
寺
連
中
、
一
一十
二
番

（十

一
面
観
音
立
像
）

長
滝
寺
連

中
、
二
十
三
番

（千
手
観
音
立
像
）

人
間
見
村
夕
用
　
又
助
、
二
十
四

番
（千
手
観
音
立
像
）

大
間
見
夕
用

日
置
市
左
衛
門
、
二
十
五
番

（千

手
観
音
立
像
）
大
間
見
口
組
　
若
連

中
、
二
十
六
番

（千
手
観
音
立
像
）

大
間
見
村
　
孫
左
衛
門
、
二
十
七

番
（如
意
輪
観
音
半
珈
像
）

大
間
見

村
横
通
　
与
三
吉
、
二
十
八
番

（聖

観
音
立
像
）

上
有
知
　
松
屋
金
兵

衛
、
二
十
九
番

（馬
頭
観
音
立
像
）

大
間
見
村
　
梅
三
郎

・
常
五
郎

・

新
助
、
三
十
番

（千
手
観
音
立
像
）

当
村
夕
用
　
源
兵
衛
、
三
十

一
番

（聖
観
音
坐
像
）

上
有
知
　
山
田

屋
屋
籐
冶
、　
三
十
二
番
（千
手
観
音

立
像
）

大
間
見
村
夕
用
　
才
右
衛

門
、
一二
十
三
番

（十

一
面
観
音
立
像
）

大
間
見
村
　
小
野
江
為
氏

自
雲
山
観
音
堂
に
関
す
る
最
も
古

い
記
録
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
『剣

村
留
帳
』
（畑
中
洋
子
家
所
蔵
）
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
天
保

一

四
年

（
一
人
四
三
）
観
音
像
三
体
が

藪
の
中
或
い
は
山
の
欠
け
日
か
ら
発

見
さ
れ
た
の
を
機
に
、
剣

・
大
間
見

両
村
の
有
志
が
相
談
し
て
、
大
間
見

八
幡
官
の
古
堂
を
貰
い
受
け
、
仮
堂

を
建
立
し
ハ
八
月
十
八
日

「三
体
の

尊
像
を
仮
堂
へ
御
遷
座
奉
り
、
当
日

両
村
休
日
に
し
て
、
老
若
男
女
登
山

い
た
し
、
拝
礼
奉
り
、
五
穀
成
就

・

民
生
安
全

。
現
当
二
世
の
御
利
益
を

蒙
り
奉
る
べ
き
瑞
相
と
有
難
く
歓
喜

の
涙
に
咽
び
下
山
仕
り
候
者
也
」
と

記
し
て
い
る
。

続
い
て
、
弘
化
三
年

（
一
人
四
六
）

石
造
二
体
の
建
立
を
藩
庁
に
願
い

出
、
実
際
に
は
三
十
三
所
観
音
を
建

立
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
役
人
に
と

が
め
ら
れ
、懇
願
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
年
十
月
十
四
日
、
代
官
か
ら

「両

村
役
人
共
他
行
留
目
申
し
付
け
候
あ

い
だ
、
左
様
相
心
得
申
す
べ
き
も
の

な
り
」
と
い
う
差
紙
が
届
き
、
同
二

十
三
日
両
村
三
役
人
が
自
州
へ
呼
び

出
さ
れ
、
「観
音
願
い
の
外
多
分
相
建

て
、
不
埒
の
至
り
、
こ
れ
に
よ
り
過

料
銭
三
貫
文
申
し
付
け
、
弐
体
の
外

取
り
払
い
申
し
つ
く
者
な
り
」
と
申

し
渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
二
十

八
日
に
は
、松
島
利
左
衛
門
・小
寺
段

七
両
役
人
立
会
い
の
も
と
に
、
観
音
堂

麓
へ
取
り
片
付
け
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
事
に
つ
い
て
妙
見
宮

（現
明

建
神
社
）
の
神
主
栗
飯
原
豊
後
は
そ

の
『万
留
帳
』
の
弘
化
三
年
十
月
三
十

日
に
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。

一
壱
両
年
以
前
剣
村

。
大
間
見
村
両

村
の
境
の
山
観
音
堂
屋
敷
と
申
す

所
に
て
観
音
の
仏
体
を
拾
い
候
者

あ
り
、古
き
社
堂
を
貰
い
立
て
る
、

夫
よ
り
追
々
信
心
の
施
主
出
来
、

三
十
三
所
の
観
音
石
像
建
立
い
た

し
、当
十
月
九
日
開
眼
供
養
あ
り
、

尤
も
御
上
様
内
分
の
義
か
、
こ
の

頃
御
差
し
止
め
に
相
成
り
候
と
申

す
説
も
あ
り
、
十
月
晦
日
是
を
書

白
雲
山
の
参
道
を
上
り
詰
め
た
と

こ
ろ
に
あ
る
五
輪
塔
群
の
中
央
部
に

建
て
ら
れ
て
い
る
供
養
塔
に
は
、
正

面
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
、
右
横

中
央

に
は

「有
縁
無
縁
三
界
万
霊

等
」
、
そ
れ
を
挟
ん
で
右
に

「弘
化

三
午
年
」
左
に

「九
月
日
造
立
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
誰
が
今
日
の
姿
に
復
し
た

か
は
記
録
が
な
い
。
し
か
し
、
以
来

百
六
十
余
年
を
経
た
観
音
像
は
、
今

に
当
時
の
朱
色
を
は
の
か
に
残
し
、

神
々
し
さ
を
湛
え
な
が
ら
地
域
の
人

た
ち
の
崇
敬
の
念
を
そ
そ
つ
て
い
る
。

右側面 (右 )供養塔 正面 (左 )



風
林
火
山
の
信
濃
路
に

春
を
訪
ね
て

本

　

川

　

童
口
代

士

疾
（
ハ
ヤ
）
き
こ
と
風
の
如
く

徐
（シ
ズ
カ
）
な
る
こ
と
林
の
如
く

侵
掠
す
る
こ
と
火
の
如
く

動
か
ざ
る
こ
と
山
の
如
し

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
信
玄
側

か
ら
見
た

「風
林
火
山
」
で
す
が
、

合
戦
だ
け
で
な
く
調
略
や
か
け
ひ
き

が
多
く
、
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
感
じ

で
す
が
、
私
は
余
り
好
き
で
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
旅
行
の
二
三
日
前
の

地
方
選
で
、
高
鷲
と
大
和
と
八
幡
の

争
い
で
し
た
が
、
結
果
は
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
通
り
。
我
々
が
握
手
し
た

候
補
者
が
当
選
す
る
の
は
何
と
な
く

良
い
気
分
で
し
た
。

大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
で

一
番

嬉
し
い
の
は
、春
の

一
泊
研
修
で
す
。

滝
日
準

一
さ
ん
の
献
身
的
な
努
力
で

毎
年
練
り
に
練
ら
れ
た
計
画
で
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
丁
度
、
私
の

旅
行
記
が

一
致
し
て
お
り
、
六
年
目

に
入

っ
て
、
行
き
先
が
無
く
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
訳
で
、

再
び
信
州
行
き
に
な

っ
た
の
で
す
が

今
回
は
メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
が
悪
く

準

一
さ
ん

一
人
で
新
し
い
仲
間
を
、

十
名
近
く
集
め
て
来
ら
れ
た
と

の

由
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今
年
は
桜
の
開
花
時
期
等
は
考
え
な

か
っ
た
と
の
事
、
そ
れ
が
却

っ
て
良

く
、
私
達
が
早
朝
集
合
し
た
南
小
前

の
駐
車
場
か
ら
恩
善
寺
前
の
栗
巣
川

沿
い
の
桜
が
満
開
前
の
状
態
に
見
え

ま
し
た
。

高
速
に
入

っ
て
か
ら
、
下
に
見
え

る
風
景
は
、
盛
り
を
過
ぎ
た
桜
が
多

く
、
最
初
の
休
憩
地
、
美
濃
加
茂
Ｓ

Ａ
で
は
、
満
開
後
の
感
じ
の
桜
並
木

が
遠
目
に
望
め
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
で
の
最
初
の
ヒ
ッ
ト

は
、第

一
見
学
地
の
選
定
で
し
ょ
う
。

中
津
川
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
な
ん

て
、
殆
ど
の
人
が
初
め
て
で
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
と
、
日
本
で
は

夫
婦
岩
は
二
十
数
力
所
あ
る
そ
う
で

す
が
、
女
夫
と
続
く
女
夫
岩
は
こ
こ

だ
け
だ
そ
う
で
す
。
児
童
館
が
す
ぐ

側
に
あ
り
、
星
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と

呼
ば
れ
る
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
か
ら

初
め
て
見
る
岩
の
大
き
さ
は
、
卑
猥

さ
を
通
り
越
し
た
ユ
ー
モ
ア
満
開
の

場
所
で
し
た
。
こ
こ
で
も
花
が
綺
麗

で
、
記
念
撮
影
に
気
が
付
か
な
い
方

が
数
人
居
ら
れ
ま
し
た
。

風
林
火
山
の
前
に
源
平
の
悲
劇
の

武
将
、
木
曽
義
仲
ゆ
か
り
の
地
に
、

立
ち
寄
り
ま
し
た
。
木
曽
福
島
の
隣

り
日
義
村
の
徳
音
寺
、
こ
の
寺
で
は

檀
家
の
法
事
に
忙
し
く
観
光
客
相
手

ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

義
仲
の
墓
や
、
立
派
な
義
仲
館
も
、

あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
参
道
入
り
口

の
、整
然
と
並
ん
だ
石
仏
群
の
方
に
、

目
を
引
か
れ
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
、
奈

良
井
宿
は
、
木
曽
の
大
橋
だ
け
の
見

物
に
な
り
ま
し
た
。
橋
脚
の
な
い
橋

で
の
、
日
本
最
大
の
木
造
太
鼓
橋
。

数
年
前
に
訪
れ
た
錦
帯
橋
が
、
思
い

出
さ
れ
ま
し
た

午
前
中
の
日
程
は
済
ん
で
、
松
本

ま
で
直
行
、
松
本
城
の
周
囲
も
満
開

の
桜
、
さ
く
ら
。
バ
ス
の
中
か
ら
の

桜
越
し
の
お
城

の
ス
ナ

ッ
プ
撮
影

は
、
ほ
と
ん
ど
失
敗
で
し
た
。

お
昼
は
信
州
味
噌
屋
さ
ん
、
十
数
年

前
の
朝
の
連
続
Ｔ
Ｖ
小
説
「
か
り
ん
」

か
ら
出
て
き
た
様
な
親
父
さ
ん
。

「今
日
本
に
出
回

っ
て
い
る
味
噌
は

全
部

ニ
セ
物
、
三
年
醸
造
の
う
ち
の

味
噌
だ
け
が
本
物
、　
一
度
味
わ

つ
て

み
て
下
さ
い
。」
沿
々
と
喋
る
親
父
さ

ん
は
社
長
さ
ん
と
か
、
弁
ぜ
つ
に
聞

き
惚
れ
し
ま
い
ま
し
た
。
確
か
に
出

て
き
た

一
口
寿
司
よ
り
も
味
噌
味
の

焼
き
お
に
ぎ
り
の
方
が
味
は
良
く
ト

ン
汁
と
味
噌
汁
は
、
絶
品
で
し
た
。

午
後
か
ら
が
今
回
の

一
番
の
見
所

長
野
県
麻
績

（お
お
み
）
村
福
満
寺

人
々
が
余
り
来
な
い
感
じ
の
山
奥
の

寺
、
以
前
は
五
〇
年
に

一
度
ご
開
帳

の
秘
仏
で
し
た
が
、
今
は
簡
単
に
、

お
参
り
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
此
処

で
は
新
井
運
転
手
の
技
量
に
感
嘆
。

あ
の
細
い
道
の
ア
ッ
と
と
言
う
間
の

方
向
転
回
、
ち
ょ
っ
と
太
め
の
体
重

な
の
に
、
あ
の
大
さ
な
バ
ス
を
自
分

の
手
慣
れ
た
車
に
し
て
居
り
ま
し

た
。こ

の
日
の
最
後
は
青
木
村
大
法
寺

な
だ
ら
か
な
坂
道
に
足
が
少
し
鈍
り

栗巣川堤防のサクラ

中津川の女夫岩
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ま
し
た
が
最
後
の
頑
張
り
で
し
た
。

一
番
奥
の
階
段
の
上
に
、
見
返
り
の

塔
と
呼
ば
れ
る
国
宝
の
三
重
の
塔
が

よ
く
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
植
木
越

し
に
眺
め
ら
れ
、
咲
き
始
め
た
桜
が

鮮
や
か
で
し
た
。

帰
り
道
、
話
に
夢
中
で
、
駐
車
場
を

忘
れ
、
坂
道
を
降
り
て
行

っ
た
人
が

何
人
か
居
り
ま
し
た
。
こ
の
日
最
後

の
楽
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
し
た
。

旅
館
は
六
年
前
と
同
じ
ホ
テ
ル
で

し
た
が
、
私
の
記
憶
も
か
な
り
薄
れ

て
居
り
、
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

メ
ン
バ
ー
も
か
な
り
代
わ
り
、
高
齢

の
方
が
少
な
く
な

っ
た
の
が
淋
し
く

思
え

ま
す
。

翌
日
は
温
泉
近
く
の
智
識
寺
か
ら

見
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。　
一
木
造
り

の
十

一
面
観
音
や
本
堂
、
仁
王
門
等

平
安
や
室
町
か
ら
の
貴
重
な
文
化
財

な
の
で
す
が
、
こ
の
寺
で
も
住
職
募

集
中
と
か
、
制
服
を
着
た
教
育
委
員

会
職
員
の
説
明
で
し
た
。
郡
上
で
も
、

檀
家
が
減

っ
て
い
る
お
寺
が
多
く
、

厳
し
い
場
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
地

方
財
政
が
、
こ
ん
な
問
題
も
抱
え
て

居
り
、
ひ
と
事
で
な
く
聞
き
ま
し
た
。

次
が
、
諏
訪
大
社
に
関
係
の
あ
る

水
上
布
奈
山
神
社
、
昔
の
名
棟
梁
の

彫
刻
を
じ

っ
く
り
見
さ
せ
て
貰
え
ま

し
た
。
こ
の
辺
、
桜
は
未
だ
の
感
じ

で
し
た
。

長
野
に
入

っ
て
五
輪
ド
ー
ム
近
く

の
八
幡
原
史
跡
公
園
、
川
中
島
古
戦

場
跡
地
で
風
林
火
山
の
大
展
示
会
の

中
に
、
長
野
老
人
ク
ラ
ブ
保
存
会
の

会
長
が
控
え
て
お
り
ま
し
た
。
話
題

の
人
で
、
下
ネ
タ
を
交
え
て
の
ユ
ー

モ
ア
に
、
帰
り
の
バ
ス
で
は
笑
い
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
が
今
回

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
し
ょ
う
。
人
も
桜

も
満
開
で
し
た
。

バ
ス
は
善
光
寺
脇
を
浅
川
ル
ー
プ

橋
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
パ
ー
ク
経
由
で
、

戸
隠

へ
。
行
く
手
の
黒
姫
山
な
ど
の

山
容
が
ガ
イ
ド
さ
ん
を
、
喜
ば
し
て

居
り
ま
し
た
。
戸
隠
神
社
前
に
は
雪

が
残

っ
て
お
り
、
そ
の
前
で
七
年
に

一
度
使
わ
れ
る
と
言
う
、
金
ピ
カ
の

御
神
輿
が
寒
そ
う
に
置
か
れ
て
居
り

ま
し
た
。
さ
て
期
待
の
昼
食
は
戸
隠

そ
ば
、
格
別
の
味
で
し
た
が
、
予
想

外
の
事
は
、窓
か
ら
の
眺
め
で
し
た
。

八
方
呪
、
高
妻
山
、
五
地
蔵
岳
等
、

雪
に
覆
わ
れ
た
遠
く
の
山
並
み
が
、

く

っ
き
り
と
青
空
に
映
え
て
居
り
、

そ
の
展
望
は
最
高
の
お
か
ず
で
し
た
。

山
脈
と
い
え
ば
、
思
い
起
こ
さ
れ

る
の
は
、
六
年
前
の
後
藤
和
代
さ
ん

で
す
。
嬉
し
い
事
に
今
回
も
ガ
イ
ド

は
後
藤
さ
ん
で
、
家
族
の

一
員
と
い

う
感
じ
で
し
た
。
文
化
財
保
護
協
会

に
敬
意
を
表
し
、
必
ず
下
調
べ
し
て

来
ま
す
。　
一
生
懸
命
勉
強
し
て
き
た

メ
モ
を
、
こ
の
人
は
押
し
つ
け
な
い

の
で
す
。
「私
の
話
な
ん
か
聞
い
て
い

な
い
で
い
い
で
す
よ
」
そ
ん
な
調
子

で
小
さ
な
声
で
囁
く
の
で
す
。
大
半

の
人
に
は
子
守
唄
に
な
り
ま
す
が
興

味
の
あ
る
方
は
耳
を
澄
ま
し
て
聴
い

て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
南
北
ア
ル

プ
ス
そ
の
他
の
山
の
知
識
と
、
下
調

べ
し
た
メ
モ
に
夢
の
様
な
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
。
私
が
今
回
発
見
し
た
こ
の
人

の
魅
力
で
す
。

ビ
デ
オ
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
何
も
要
ら

な
い
。
ガ
イ
ド
さ
ん
だ
け
は
、
後
藤

さ
ん
に
し
て
欲
し
い
。
そ
う
し
た
ら

私
は
、
行
き
先
は
何
処
で
も
参
加
し

ま
す
。
準

一
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

戸
隠
を
降
り
た
所
が
信
濃
町
柏

原
、
小
林

一
茶
の
生
誕
地
に

一
茶
記

）

奈良井宿 木曾の大橋

国宝 大法寺の二重塔

「信玄。謙信一騎討ちの像」の前で戸隠神社



念
館
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
黒
姫
山

の
全
貌
が
美
し
く
望
め
ま
し
た
。
今

回
の
旅
で
は
秘
仏
だ
ろ
う
が
何
だ
ろ

う
が
何
処

で
も
撮
影
自
由
で
し
た

が
、
こ
こ
で
は
受
付
の
職
員
に
注
意

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
携
帯
や
デ

ジ
カ
メ
で
目
立
た
な
く
撮

っ
て
い
れ

ば
注
意
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
私
は
決
ま
り
を
守
り
他
の
人
を

ガ
ー
ド
し
た
気
分
で
す
。
撮
影
禁
止

の
看
板
に
気
付
い
た
方
は
殆
ど
居
な

か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

わ
れ
と
来
て
　
遊
べ
や

親
の
な
い
雀

私
は
こ
の
句
が
好
き
で
し）
た
が
ヽ

こ
こ
で
は
二
つ
の
句
が
心
に
留
ま
り

ま
し
た
。

お
ら
が
世
や
　
そ
こ
ら
の
草
も

餅
に
な
る

初
夢
に
　
古
郷
を
見
て
　
涙
か
な

そ
れ
に
し
て
も

一
茶
が
苦
労
の
多

い

一
生
だ

っ
た
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い

事
で
し
た
。

黒
姫
山
が
妙
高
に
変
わ
る
と
新
潟

県
に
入
り
上
越
市
春
日
山
、
相
手
方

謙
信
の
本
丸

へ
。
私
達
が
子
供
の
頃

小
川
未
明
は
何
か
読
ん
だ
記
憶
は
あ

り
ま
す
が
、
父
子
で
謙
信
の
信
奉
者

な
ん
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
越
後

を
守
る
拠
点
の
春
日
山
城
で
す
が
、

日
本
海
か
ら
の
風
は
、
ま
だ
冷
た
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
我
が
観
光
軍
団

は
元
気
で
、
数
十
分
の
自
由
時
間
を

目

一
杯
使
い
、
頂
上
近
く
ま
で
征
服

さ
れ
た
人
が
何
人
か
居
た
よ
う

で

す
。以

前
と
同
じ
二
十
六
の
ト
ン
ネ
ル

を
通
過
し
て
の
帰
路
に
な
り
ま
し
た

が
驚
い
た
こ
と
に
隧
道

一
つ
ひ
と
つ

を
メ
モ
し
て
い
る
人
が
居
り
ま
し
た

序
で
に
距
離
を
添
え
た
ら
更
に
貴
重

な
メ
モ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

今
回
で
も
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
や
、

自
川
か
ら
五
箇
山
ま
で
の
ト
ン
ネ
ル

等
、
長
い
隧
道
は
郡
上
近
辺
で
目
立

ち
ま
す
が
、
東
海
北
陸
道
が
完
成
の

暁
に
は
日
本
で
二
番
目
の
長
い
隧
道

に
な
る
と
か
、
一九
成
が
待
た
れ
ま
す
。

最
後
に
、
有
代
員

一
さ
ん

の
挨
拶
で
す
。
最
近
、
間
の

取
り
方
も
巧
み
に
な
ら
れ
、

終
わ
り
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
く

の
が
楽
し
み
に
な

っ
て
来
ま

し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
、
ガ
イ

ド
さ
ん
、
そ
し
て
無
事
に
済

ん
」
ｒ

さ
ん
の
協
力
に
感

謝
し
、
気
持
ち
の
込
も

っ

た
最
後
の
締
め
で
し
た
。

旅
行
の
数
日
後
、
機
会

が
あ

っ
て
有
代
さ
ん
の
お

宅
に
初
め

て
伺

い
ま
し

た
。
庭

一
面
が
綺
麗
な
花
壇
で
何
時

で
も
何
か
の
花
が
咲
き
、
そ
の
手
入

れ
で
時
間
を
忘
れ
ち
や
う
と
の
事
。

遠
く
に
長
良
川
堤
防
の
桜
並
木
が
眺

め
ら
れ
も
う
最
後
の
花
で
し
た
。

部
屋
の
中
に
は
、
描
き
か
け
の
花
の

水
彩
画
が
置
か
れ
、
６
月
の
展
覧
会

に
向
け
て
、
心
忙
し
い
毎
日
と
か
。

正
に
悠
々
自
適
を
絵
に
描
い
た
様
な

生
活
に
思
え
ま
し
た
。

老
々
介
護
に
苦
労
し
て
い
る
人
も

い
れ
ば
、
定
年
後
、
何
年
も
経

っ
て

い
る
の
に
若
い
頃
蒐
集
し
た
趣
味
の

レ
コ
ー
ド
す
ら
聴
け
な
い
程
忙
し
い

方
も
知

っ
て
居
り
ま
す
。
人
は
人
我

は
我
、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観

で
、
老
後
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。
私
は
、
誰
か
の
役
に
立
つ
人

間
に
成
れ
た
ら
好

い
、
と
思

っ
て
居

り
ま
す
。

最
後
に
、
私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が

選
挙
の
朗
報
で
す
。
長
崎
で
伊
藤
前

市
長
が
凶
弾
に
倒
れ
た
同
じ
地
方
選

で
、
私
の
義
弟
が
、
伊
豆
大
島
の
町

議
選
で
再
度
当
選
の
報
が
入
り
ま
し

た
。
思

っ
て
も
い
な
か

っ
た
事
で
し

た
の
で
、
宅
急
便
や
電
話
の
や
り
取

り
で
、
大
い
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。
好
く
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
中
で
、
私
共
で
は
、
心
楽
し
い
二

八方脱、高妻山、五地蔵岳の眺望

小林―茶像

上杉謙信像

旅の終わりの夕食会
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４

月

２０

日

５

月

１３

日
‐９
日
（金

‐９
日
（金

６
月
１２
日
（月

平
成
１８
年
度
総
会

①
ｌ７
年
度
会
務

・
会
計
報
告

②
・８
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

講
話
‥
文
化
財
展
示
館
展
示
物
か
ら
日
本
史
を
見
る

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
発
刊

（発
行
部
数
４
０
０
部
）

２９
日
（木
）

執
行
部
会

７
月
１０
日
（月
）

第
二
回
役
員
会

３０
日
（日
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（参
加
者
三
五
名
）

８
月
７
日
（月
）

七
日
祭

・
薪
能

９
月
１３
日
（水
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

文
化
財
め
ぐ
り

（於
、
大
和
町
）
（参
加
者
２．
名
）

２０
日
（水
）

研
修
部
会

（秋
の
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

１０
月
４
日
（水
）
～
５
日
⌒木
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「秋
の
文
化
財
探
訪
」

（本
会
参
加

者
３
名
）

＝
日
（水
）

執
行
部
会

‐８
日
⌒水
）

第
３
回
役
員
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
、
そ
の
他
）

＝
月
１７
日
（金
）

秋
季
日
帰
り
研
修

（東
福
寺

・
西
本
願
寺

・
東
寺
参
観
）
（参
加
者
４２
名
）

‐２
月
５
日
（火
）

執
行
部
会

‐６
日
（土
）

第
四
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
、
懇
親
会
そ
の
他

２
月
９
日
（金
）

役
員
会

（平
成

一
九
年
度
春
季

一
泊
研
修
に
つ
い
て
、
役
員
改
選
、
そ
の
他
）

平
成
１９
年
度
宿
泊
研
修
計
画

①
探
訪
地
‥
中
津
川
市

・
女
夫
岩
、
木
曾

。
徳
音
寺
、
奈
良
井
宿

・
大
橋
、
福

満
寺
、
戸
倉
上
山
田
温
泉

（泊
）
智
識
寺

・
十

一
面
観
音
像
、
水
上
布
奈
山
神

社
、
川
中
島
古
戦
場
、
戸
隠
神
社
、　
一
茶
記
念
館
、
春
日
山
城
跡

。
同
神
社
等

②
期
日
‥
４
月
１１
日
（水
）
～
１２
日
（木
）

３
月
２６
日
（月
）

県
文
化
財
保
護
協
会
理
事
会

２８
日
⌒水
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

）

難
〓畿
一一一一一一懸

， 議
一

執
行
部
会

（年
間
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
）

執
行
部
会
、
役
員
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会

原
稿
依
頼
に
つ
い
て

第

一
回
役
員
会
　
監
査
会
、

平
成
１７
年
度
会
務

。
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
１８
年
度
事
業
計
画

・

予
算
案
に
つ
い
て
、
平
成
１８
年
度
総
会
に
つ
い
て
、
会
員
拡
大
に
つ
い
て
、

会
費
徴
収
に
つ
い
て

県
文
化
財
保
護
協
会
理
事
会

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（役
員
改
選
、
そ
の
他
）

平
成
１８
年
度
県
文
化
財
保
護
協
会
総
会

一感
癬
置
電
馨
〓難

， 議
〓爾
一一一一一令
一

４
月
＝
日
（水
）
～
１２
日
（本
）

平
成
１９
年
度
宿
泊
研
修

探
訪
地
‥
中
津
川
市

。
女
夫
岩
、
木
曾

・
徳
音
寺
、
奈
良
井
宿

。
大

橋
、
福
満
寺
、
戸
倉
上
山
田
温
泉

（泊
）
智
識
寺

・
十

一
面
観
音
像
、

水
上
布
奈
山
神
社
、
川
中
島
古
戦
場
、
戸
隠
神
社
、　
一
茶
記
念
館
、

２０

日

春
日
山
城
跡

。
同
神
社
等

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会

原
稿
依
頼
に
つ
い
て

県
文
化
財
保
護
協
会
理
事
会

執
行
部
会
、

平
成
１８
年
度
会
務
・決
算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
１９
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
に
つ
い
て
、
平
成

一
九
年
度
総
会
に
つ
い
て
、
会
員
拡
大
に

つ
い
て
、
会
費
徴
収
に
つ
い
て
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

第

一
回
役
員
会

文
化
財
保
護
巡
視
員
研
修
会

平
成
１９
年
度
県
文
化
財
保
護
協
会
総
会

平
成
１９
年
度
総
会
　
①
ｌ８
年
度
会
務

・
会
計
報
告

②
・９
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
発
刊
発
行
部
数

（３
０
０
部
）

２９
日
（金
）

執
行
部
会

７
月
１０
日
（火
）

第
２
回
役
員
会

２９
日
（日
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

８
月
７
日
（火
）

七
日
祭

・
薪
能

９
月
２‐
日
（金
）

研
修
部
会

（秋
の
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

１０
月
１０
日
（水
）

執
行
部
会

‐８
日
（本
）

第
二
回
役
員
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
、
そ
の
他
）

‐２
月
５
日
（水
）

執
行
部
会

‐５
日
（土
）

第
四
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
、
懇
親
会
そ
の
他

１
月
２８
日
⌒月
）

研
修
部
会

（平
成
２０
年
度
春
期

一
泊
研
修
計
画
）

２
月
９
日
（土
）

役
員
会

（平
成
２０
年
度
春
季

一
泊
研
修
に
つ
い
て
、
そ
の
他
）

３
月
２５
日
（火
）

県
文
化
財
保
護
協
会
理
事
会

《
以
下
未
定
》第

１
回
　
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

文
化
財
め
ぐ
り

（担
当
八
幡
町
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「秋
の
文
化
財
探
訪
」

秋
季
日
帰
り
研
修

第
２
回
　
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（以
上
の
ほ
か
、
本
会
の
活
動
に
合
致
し
た
展
覧
会
。発
表
会
等
に
は
、協
議
の
上

で
き
る
↓

）ナ参
加
す
る
。）

５

月

１５

日

‐９

日

２８

日

２９

日

６

月

１２

日

２‐

日

木火 火 月 土 火
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平
成
１９
年
　
４
月
末
現
在

会
員
名
簿
興
□

■
剣

山

下

運

平
（顧
３
人
八
‐
二
四
〇
六

旗

　

勝

美
（顧
じ
八
八
上

一〇
三

一

村

瀬

童
コ
八
　
　
八
八
―
二

一
二
人

河

合

俊

次
　
　
八
八
―
三
二
四
六

小

池

久

江
理
ヨ
八
八
‐
二
五
七
六

山
下
ふ
み
え
　
　
八
八
‐
三
二
二
七

加

藤

正

恵
　
　
八
八
‐
二

一
〇
七

加

藤

文

蔵
　
　
八
八
‐
二
八
〇
二

佐

藤

光

一
套

）
八
八
上
壬

δ

一

佐
藤
八
重
子
　
　
八
八
‐
三
二
〇

一

田

中

和

久

　

八
八
‐
壬

一〇
〇

一局
橋

義

一
藝
基
八
八
‐
三
七
九
二

一局
橋

叙

子

　

八
八
‐
三
七
九
二

河

合

　

恒
　
　
八
八
‐
二
三
五
人

河

合

　

尚

　

八
八
‐
壬

一一〇
四

加

藤

小

式

　

八
八
上

≡
三

九

森
前
と
し
子
（理
ヨ
八
八
‐
三
四
七
九

岩
崎
扶
美
子
　
　
八
八
‐
三
五
二

一

河

合

利

雄
（彗
）
八
八
上
二
五
二
〇

河
合
美
弥
子
　
　
八
八
‐
三
五
二
〇

山

内

　

博

　

八
八
上
一一人
八
六

）

山

内

悦

子
　
　
八
八
‐
三
八
八
六

小

池

祐

二
　
　
八
八
‐
四
〇
六
四

小

池

圭

子
　
　
八
八
‐
四
〇
六
四

林

　

千

里

　

八
八
上
曇

≡
三

佐

藤

公

子

　

八
八
上

〓

六

一

山

下

妙

子
　
　
八
八
‐
二
四
〇
五

山
田
ひ
と
み
　
　
八
八
‐
二
七
三
六

日

置

節

子

　

八
八
上
二
四
〇
二

■
大
間
見

村

井

正

蔵
　
　
八
八
‐
二
三
二
三

大

野

一
道
（理
き
八
八
‐
三
二
三
〇

大

野

紀

子

　

八
八
‐
壬

≡
一〇

野

田

英

志
　
　
八
八
‐
三
二
人
五

清

水

一
作

　

八
八
‐
三
〇
八
六

池

田

充

彦
（理
彗
八
八
‐
三
〇
九
〇

小
野
江
　
勉
　
　
八
八
―
二
七
二
五

松

井

賢

雄
雪

）
八
八
上
二
九
九

一

藤

代

順

行
　
　
八
八
‐
三
〇
六
〇

玉

木

吉

郎
　
　
八
八
‐
三
四

一
五

小
野
木
花
子
　
　
八
八
‐
二
七
四
七

青
木
ユ
リ
子
　
　
八
八
‐
三
四
七
七

日

置

敏

明

　

八
八
‐
三

一
〇
五

■
小
間
見

田

代

善

一
■
３
八
八
上
二
九
二ハ
五

■
万
　
場

畑

中

宣
（
澄
　
　
八
八
‐
二
四
四

一

石

神

尭

生
　
　
八
八
‐
二
四

一
三

稲

葉

和

巳
　
　
八
八
‐
二
五
〇
三

寛

　

伸

雄
　
　
八
八
‐
二
五
三
二

寛

　

明

代
　
　
八
八
‐
二
五
三
二

黒

岩

弘

美
　
　
八
八
‐
二
四
五
人

井

俣

初

枝
　
　
八
八
‐
二
七
五
八

土目
地

正

男
（理
き
八
八
―
二
四
四
七

大

井

正

明
（書
聾
八
八
‐
二
人
九
四

大

井

次

子
　
　
八
八
‐
二
人
九
四

旗

　

清

子
（彗
）
八
八
‐
四

一
七
〇

山

田

敬

子
　
　
八
八
‐
三
九

一
七

大
井
と
も
ゑ
　
　
八
八
‐
二
人
九
二

一二
輪

孝

子
　
　
八
八
‐
二
七
八
二

桑

田

守

夫

　

八
八
‐
二
五

一
四

大

中

弘

美

　

入
八
‐
三
五
〇
六

大

中

春

子
　
　
八
八
‐
三
五
〇
六

鷲

見

　

務

　

八
八
上

エ
ハ
五

一

鷲
見
三
津
子
　
　
八
八
‐
二
六
五

一

小

倉

義

明

　

八
八
‐
三
壬

一四

小
倉
津
油
子
　
　
八
八
‐
三
二
二
四

桑

田

洋

一　
　
人
八
‐
二
四

一
四

桑

田

　

博
　
　
八
八
‐
三
二
四

一

■
徳
　
水ヽ

矢
野
原
幸
子
（理
き
八
八
‐
二
〇
七
七

水
野
志
づ
子
　
　
八
八
‐
二
六

一
〇

山

内

孝

一
理
憲

八
八
‐
二
六

王
ハ

土

松

新

逸
轟
）
八
八
上

一七
三

一

遠

藤

賢

逸

　

八
八
上

三

二

一

遠
藤
冨
貴
子
（理
こ
八
八
‐
二

一
二

一

木

島

三

郎
　
　
八
八
―
三
五
九
〇

矢
野
原
吉
夫
　
　
八
八
‐
二

一
三
九

■
河
　
辺

清
水
美
佐
子
　
　
八
八
‐
二
〇
二

一

ユ削
田

　

孝
（理
こ
八
八
‐
二

一
〇

一

尾

藤

　

清
　
　
八
八
‐
二

一
四
七

尾

藤

元

子
菫
ヨ
八
八
‐
二

一
四
七

岩

谷

敏

子

　

八
八
上

一〇
杢

二

■
神
　
路

森

　

忠

敬

　

八
八
‐
一
一〇
八
三

日

田

宝

徳
　
　
八
八
‐
三
七
三
〇

羽

生

　

清
　
　
八
八
‐
三
二
七

一

山

田

員

人
（拿
）
八
八
‐
二

一
一
四

山

田

正

代
　
　
八
八
‐
二

一
一
四

山

田

　

健
　
　
八
八
‐
二
六
八
九

■
牧

金

子

政

子
　
　
八
八
‐
三
四
二
六

滝

日

準

一　
　
八
八
―
二
七
〇
五

滝
日
美
代
子
　
　
八
八
‐
二
七
〇
五

栗
飯
原
常
人
　
　
八
八
‐
二
三
六
二

日

置

貞

一　
　
八
八
上

エ
ハ
杢

一

日

置

　

昇
　
　
八
八
‐
三
六
三
六

遠
藤
千
津
子
　
　
八
八
‐
三
六
三
七

遠

藤

光

平

　

八
八
上
二
九
八

一

迅ヽ
藤

周

一　
　
八
八
―
二
人
九
〇

滝

日

敬

子
　
　
八
八
‐
三
四
〇
六

田

口
勇

治
（監
き
八
八
―
三
九
五
〇

加

藤

一
男
　
　
八
八
‐
二
人
七
〇

日

置

元

衛
　
　
八
八
‐
三
四

一
七

本

田

欽

一
理
尋
八
八
上
二

六
〇

野

田

嘉

明
　
　
八
八
‐
三
〇
四
三

尾
藤
佐
紀
子
　
　
八
八
‐
二
三
五
三

早
瀬
ふ
み
子
　
　
八
八
‐
三
三
二
七

日

置

康

夫
　
　
八
八
―
三
七
八
八

日

置

清

子

　

八
八
上
三
全

天

日

置

貞

子

　

八
八
上
量

二
〇

斉

藤

武

生

　

八
八
上
二
九
壬

一

滝

日

一
正
理
尋
八
八
‐
三
〇
六
四

金

子

徳

彦

　

八
八
上
二
〇
杢

二

■
栗
　
巣

島

崎

増

造
雪
）
八
八
上

〓
≡

六

増

田

洋

子
　
　
八
八
‐
四
〇
四

一

寛
　
政
之
助
（理
尋
八
八
―
四
〇
三

一

野

田

恵

光
　
　
八
八
‐
四
〇
二
七

■
古
　
道
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細

川

　

優
（理
こ
八
八
‐
二
人
六

一

清

水

克

巳

　

八
八
上

天

杢

一

■
名
皿
部

有

代

真

一
罰
重

八
八
‐
三
七
九

一

有

代

紀

子

　

八
八
‐
三
七
九

一

有

代

和

夫
　
　
八
八
‐
三
二
〇

一

森

下

正

則
　
　
八
八
‐
三
四

一
三

佐
尾
チ
ド
リ
理
ヨ
八
八
‐
三
五
四
四

■
島

森

藤

雅

毅
（理
毒
八
八
‐
二
六
人
四

山

田

長

次
　
　
八
八
‐
三
六
四
人

田

中

　

篤
　
　
八
八
‐
二
七
九
二

奥

田

昌

明

　

八
八
上

五

一
δ

直

井

篤

美

　

八
八
上

天

壬

一

雉

野

尚

子
（理
ヨ
八
八
‐
三
五
六
四

遠

藤

利

雄

　

八
八
‐
三
喜

天

本
川
喜
代
士
趣
ヨ
八
八
‐
三
人
三
三

本

川

清

子
　
　
八
八
‐
三
人
三
三

◆◆◆ 平成18年度

(収入の部)

号 (支出の部)

収入 667,188-支 出 633,809=33,379円
(33.379円 は次年度へ繰り越し)

決算報告書 ◆◆◆ ◆◆◆ 平成19年度 予算書 ◆◆◆

(単位 :円 ) (収入の部)

(単位 :円 ) (支出の部) (単位 :円 )

(単

平成18年度の歳入・歳出経理について監査を行った結果、適正に処理
さ

準晟I;二 :青
ζ曇 田 口 勇 次((::) 島 崎 増 造

(1:S)

□
□
□
□

◇
今
年
の
田
植
え
で
は
大
き
な
失
敗

を
し
た
。
稲
の
本
数
の
調
整
を
、
田

植
機
販
売
の
専
門
家
の
言
う
言
葉
を

信
じ
、
植
え
る
と
き
に
確
認
を
し
な

か

っ
た
。
植
え
終
え
て
か
ら
稲
の
本

数
を
見
る
と
、　
一
本
植
え
の
稲
が
無

数
に
あ

っ
た
。
一
一反
余
の
田
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
稲
の
箱
は
十

箱
ほ
ど
余

っ
て
い
る
。
生
ま
れ
て
始

め
て

一
反
五
畝
ほ
ど
の
付
け
苗
を
し

た
。
な
れ
な
い
仕
事
に
腰
痛
が
加
わ

り
、
二

・
三
歩
歩

い
て
は
も
う
止
め

よ
う
か
と
自
省
し
な
が
ら
、
と
に
か

く
植
え
終
え
た
。
途
中
で
見
か
ね
た

隣
人
に
助
け
て
も
ら

つ
た
。
こ
の
誤

り
の
主
因
は
私
に
あ
る
。
専
門
家
が

行

っ
た
調
節
を
疑
う
こ
と
な
く

受

け
入
れ
、
確
認
を
怠

っ
た
か
ら
で
あ

ＺＯ
。

◇

一
六
世
紀

（
一
五
〇
〇
年
代
）
イ

ギ
リ
ス
の
思
想
家
フ
ラ
ン
シ
ス
＝
ベ

ー
コ
ン
は
権
威
者
の
言
葉
や
伝
統
な

ど
を
、
何
も
疑
わ
ず
に
信
じ
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
ず
る
誤
っ
た
考
え
の
こ

と
を
劇
場
の
イ
ド
ラ

（偶
像
）
と
呼

び
、
真

っ
先
に
な
く
す
よ
う
に
主
張

し
た
。
ベ
ー
コ
ン
さ
ん
が
生
き
て
い

れ
ば
、
そ
れ
見
た
こ
と
か
と
批
判
さ

れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

含
県
）

代
表
者
／
佐
藤
光

一　
印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

位 :

項 目| 1予
=篠

■額 摘| 要■

前 年 度 繰 越 金

会 費 1766000

1会
員 会 費 252000

正会員2,000円 X122名

家族会員1,000円 X18名

1特
別 会 費 1.5150∞

日帰り研修 300,000円 (40)、

1,自   1,200,000(40)

役員研修 15,000円 o51

助 成 金 81000 郡上市より

寄 付 金 1,000

雑 収 入 預金利息

計 1.882000

や
ま

と

一
第

二

項 1目 1決●算●額 1筆感111 1 1:讐  ‐

前 年 度 繰 越 金

費 582,000

会 員 会 費 252,000
正会員2,000X122名

家族会員1.000円×18名

特  別  会  費 330,000
日帰り研修315,000円 (42)、

役員研修15,000円 (15)

助   成  金 81,000

寄 付 金

雑 収 入
預金利息42円 定期解約利息

端数984円 雑費865円

計 667188

墳 | 1日 1警■練■額| 1 11難
1 1彗辱

本
´ 議 費

総 〈
一 費 15,000 講師料、茶代等

議 費 15,000 役員会お茶代外

事 業 費 1,725,000

特 別 研 修 費 1日 研修 1泊研修、役員研修

会 報 発 行 費 400部

事 業 活 動 費 奉仕作業燃料、お茶等

事 務 局 費 13,000

消 耗 品 費

通 信 費 通信費外

そ の 他

会  費 (県・市) 50,000 県 :30,000 郡上市 :20.000

予 備 費 5,000

積 エエ 金 60,000

計 1,882,000

平
成
十
九
年
六
月
二
十

一
日
発
行
　
発
行
者
／
大
和

1壕| 1目| 決
=億=額

摘 要 |||||

会  議  費 31.341

総 費 17036
講師料5,OIXl円、茶5,400円

準備弁当代等6,636円

議 費 14.305
役員会茶10,150円 、

監査弁当代4.200円

業   費 440018

特 別 研 修 費 426,076
1日 研修343“ 9円

役員研修費30.069円

会 報 発 行 費 47.250 400部

事 業 活 動 費 6,692
奉仕作業燃料・お茶等

七 日祭り御神酒代

事 務 局 費 12,450

消 耗 品 費 インク等

通 信 費
通信用ハガキ5,71111円

通信用切手540円

叱

オ

屎

妻

協

会

振 り込 み 手 数 料

会 費 (舅ミ 市 ) 50000 県:30,000郡上市 :",000

積 立 金 重要出版物準備

〈
ロ 計 633,809

-8-


